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動画を活用したマッチング農家 

掘り起こし活動 

中予地方局農業振興課『普及だより』 
令和４年３月発行 

    地域農業育成室・産地戦略推進室   

〒790-8502  松山市北持田町 132番地          tel （089）909-8762 

伊予農業指導班    〒799-3122   伊予市市場 127番地 1            tel （089）982-0477 

久万高原農業指導班    〒791-1202   上浮穴郡久万高原町入野 263番地  tel （0892）21-0314 

 
 

「農福連携」で地域活性化へ 
～農福連携に取り組んでみませんか？～ 

 
農業生産の現場では、担い手不足や労働力不足が進行し、労働力確保が喫緊の課題となる

一方、福祉分野では、障がい者等の就労機会の確保・自立支援の観点から農業への就労も視

野にいれた活動が増えています。中予地方局は、農作業体験マッチング等を通じて農業者の

障がい者雇用への理解促進や雇用モデル作りを進めていますので活動に参画しませんか。 

 

■農業版ジョブコーチの育成 
就労継続支援施設の支援員や関係者を対象に、農業の基礎

的知識や技術に関する講座を開催し、野菜栽培や病害虫防除

対策、農業機械の操作方法を講習しました。普段は農業に関

する知識や技術を研修する機会がないことから、熱心に受講

されていました。 
 

■農業者と福祉事業所のマッチング 
今年度、米の出荷調製、さといも収穫作業、かんきつの段ボール折り、「せとか」のサン

テかけなど計６回の「農作業体験マッチング会」を開催したところ、複数農家と契約に至っ

た福祉事業所もあります。 

農業が持っている癒しの

効果により、精神面でのリ

ハビリテーション効果が期

待でき、農作業の日を楽し

みにしている施設利用者が

多く現れています。 

また、作業受委託でな

く、農家の好意により、稲

わらやもみ殻の無償提供を 

受け、堆肥化しての利用や指導も受けながら新たに野菜作りを開始した事業所もあります。  
 

■今後の取組み 
 今後も、農業版ジョブコーチ育成研修会の充実を図るとと

もに、農家を対象に各種会合で取組み事例等を紹介し、農福

連携のより一層の理解促進を図っていきます。 

福祉事業所から農産物の販路を求める声が多くあることか

ら、中予地方局の１階ロビーで、農産物の販売と農福連携の

PR を兼ねた「農福フェア」の開催を検討しております。 

  

 

農業版ジョブコーチ育成研修会 

農作業体験マッチング会 

農作業後に景色のいい山頂での昼食 
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リアルタイム診断による生育の見える化 
 

 地域農業育成室は、いちごやなすの高品質安定生産のため、リアルタイム診断による植物

の生育状態や土壌水分の見える化を行い、栽培管理の最適化や収量向上を目指しています。 

 リアルタイム診断とは、植物体内の栄養状態をほ場で測定し、追肥の必要性を判断するた

めに行われています。当室では、ＪＡとの、ほ場巡回時にいちごやなすの第３展開葉を採取

し、搾汁法によって硝酸態窒素イオン濃度を測定しています。多くの農家で診断ができ、施肥

の必要なタイミングがわかり、樹勢を維持することができました。このほかに、土壌水分計

（ｐFメータ）を用いて、土壌の水分状態を測定し、かん水の適期を判断できました。 

 今後も計測した数値と生育状況を調査し、作型・品種に適した栄養診断指標の作成により

更なる収量向上を目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊予地区、さといもの産地化を目指して 
 

 伊予農業指導班は、近年、普及拡大しているさといも「愛媛農試Ⅴ２号」の産地化を目指

し、技術確立に取り組んでいます。「愛媛農試Ⅴ２号」は、孫芋、ひ孫芋の収量が多いことが

特徴で、そのためには、適正な草丈と葉面積確保が必要となります。 

そこで、管内５法人等のほ場で生育調査を実施したところ、草丈は 170～180 ㎝で最も収量

が多い結果となりました。当班では、今後も生育調査を実施し、伊予地区に適したさといも栽

培のデータの蓄積を行い、安定生産を目指していきます。 

 

  草丈と子・孫芋の関係 

いちごの硝酸態窒素イオン濃度測定 なすの土壌水分計設置

芋の着生状況 


